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天
地
の　

神
に
ぞ
祈
る　

朝
な
ぎ
の　

　
　
　

海
の
ご
と
く
に　

波
た
た
ぬ
世
を

　

神
祇
安
寧
と
国
の
平
穏
と
を
祈
る
「
浦
安
の
舞
」

は
、
こ
れ
か
ら
新
た
に
家
庭
を
築
こ
う
と
す
る
男
女

の
結
婚
式
に
奉
奏
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
神
楽
舞
で
あ

る
。

　

た
し
か
に
、
若
い
二
人
が
今
後
穏
や
か
な
心
持
ち

で
日
々
を
送
り
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
家
庭
を
営
む
こ
と

は
、
世
の
平
安
を
叶
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
神
前

で
の
結
婚
式
を
行
な
っ
た
夫
婦
が
、
社
会
の
一
員
と

し
て
そ
の
平
安
を
築
い
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願

い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
現
代
の
若
者
に
「
家
庭
」
と
「
社
会
」

は
ひ
と
続
き
の
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、「
結
婚
」
あ
る
い
は
「
神
前
結
婚
式
」
は
、

彼
ら
か
ら
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
、
以
下
、
平
成
二
十
二
年
版
「
ゼ
ク
シ
ィ
結
婚

ト
レ
ン
ド
調
査
（
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
発
行
）」

の
集
計
値
を
基
に
、
当
川
越
氷
川
神
社
の
状
況
も
時

折
交
え
な
が
ら
、
現
代
結
婚
式
事
情
の
一
片
を
紹
介

し
た
い
。

一
、
ど
う
し
て
結
婚
す
る
の
か

　

首
都
圏
の
男
女
を
対
象
に
「
結
婚
を
決
め
た
理

由
」
を
複
数
回
答
可
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
相
手
と

一
緒
に
将
来
を
生
き
た
か
っ
た
か
ら
」
が
七
十
七
％

と
最
も
高
く
、
次
い
で
「
相
手
と
一
緒
に
生
活
を
し

た
か
っ
た
か
ら
」
が
六
十
二
％
、「
精
神
的
に
安
ら

ぎ
が
得
ら
れ
る
か
ら
」
が
五
十
一
％
と
続
く
。

　

他
に
は
、「
子
供
な
ど
家
族
が
欲
し
か
っ
た
か
ら
」

「
親
が
喜
ぶ
か
ら
」「
経
済
的
に
安
定
す
る
か
ら
」
と

い
う
回
答
が
み
ら
れ
る
。

　

過
去
の
集
計
値
と
比
較
す
る
と
、
近
年
「
精
神
的

に
安
ら
ぎ
が
得
ら
れ
る
か
ら
」は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

二
、
仲
人
の
有
無

　

平
成
二
十
二
年
、
首
都
圏
で
仲
人
を
立
て
た
結
婚

式
を
行
な
っ
た
率
は
〇
・
八
％
。
東
京
都
で
は
一
・

二
％
、
神
奈
川
県
・
千
葉
県
で
は
調
査
上
は
〇
％
、

埼
玉
県
は
首
都
圏
で
は
最
も
高
い
が
、そ
れ
で
も
一
・

七
％
に
留
ま
る
。

　
「
仲
人
を
立
て

な
か
っ
た
理
由
」

に
対
す
る
回
答

（
複
数
回
答
可
）

と
し
て
、「
特
に

必
要
を
感
じ
な

か
っ
た
」
が
八
十

八
％
、「
形
式
に

こ
だ
わ
り
た
く
な

か
っ
た
」
が
十
七

％
。
以
下
、「
い

ろ
い
ろ
と
面
倒
」

「
頼
め
る
人
が
い

な
か
っ
た
」
と
続
く
。

　

生
涯
に
わ
た
り
、
二
人
の
家
庭
を
後
見
し
て
も
ら

う
立
場
で
あ
る
仲
人
の
存
在
を
「
不
要
」
あ
る
い
は

「
形
式
的
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

結
婚
に
「
精
神
的
な
安
ら
ぎ
」
を
求
め
る
一
方
で
、

家
庭
外
と
の
関
わ
り
を
「
面
倒
」
と
捉
え
て
い
る
よ

う
だ
。
家
庭
が
社
会
の
構
成
単
位
で
あ
る
と
い
う
認

識
よ
り
も
、
内
向
き
な
安
ら
ぎ
を
得
る
場
所
、
と
の

考
え
方
が
増
え
て
い
る
状
況
が
み
て
と
れ
る
。

三
、
挙
式
・
披
露
宴
の
実
施
状
況

　
「
挙
式
・
披
露
宴
」
の
「
ど
ち
ら
も
行
な
っ
た
」
が

九
十
三
％
、「
挙
式
の
み
行
な
っ
た
」
が
五
％
、「
披

露
宴
・
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
の
み
行
な
っ
た
」
が
二
％
。

　

信
仰
心
の
有
無
は
と
も
か
く
、
ほ
と
ん
ど
が
何
ら

か
の
形
式
で
挙
式
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

現
代
結
婚
式
事
情

山　

田　

禎　

久
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四
、
挙
式
形
式

　
「
キ
リ
ス
ト
教
式
」
が
六
十
三
％
、「
神
前
式
」
は

十
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
時
期
七
～
八
％
に
ま
で

下
が
っ
た
神
前
式
の
割
合
は
、
現
在
、
復
調
傾
向
に

あ
る
も
の
の
、
依
然
、
キ
リ
ス
ト
教
式
の
三
分
の
一

以
下
に
留
ま
っ
て
い
る
。

五
、
挙
式
形
式
の
選
択
理
由

　
「
施
設
全
体
の
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
の
で
」
が

四
十
五
％
で
最
も
高
く
、
次
い
で
「
そ
の
形
式
に
憧

れ
て
い
た
か
ら
」
四
十
一
％
、「
結
婚
式
場
の
中
に

施
設
が
あ
っ
た
の
で
」
が
三
十
二
％
と
続
く
（
複
数

回
答
可
）。

　

他
に
は
「
着
た
い
婚
礼
衣
装
の
関
係
で
」「
多
く

後
も
節
目
に
参
拝
で
き
る
」「
幼
少
よ
り
参
拝
し
て

い
る
」
が
上
位
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、「
結
婚
後

も
節
目
に
参
拝
で
き
る
」「
幼
少
よ
り
参
拝
し
て
い

る
」
は
特
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。
結
婚
後
も
人
生
の

節
目
、
あ
る
い
は
子
ど
も
の
誕
生
や
成
長
に
合
わ
せ

て
何
度
も
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
は
、
神

前
式
の
魅
力
の
一
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

七
、
神
前
結
婚
式
の
今
後

　

さ
て
、
神
前
結
婚
式
に
伴
う
一
般
的
な
印
象
と
し

て
、「
堅
苦
し
い
」「
緊
張
し
そ
う
」「
キ
リ
ス
ト
教

式
に
比
べ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で
な
い
」
と
い
う

意
見
が
多
く
聞
か
れ
る
。

　

前
述
の
通
り
、
結
婚
式
を
行
な
っ
た
夫
婦
と
神
社

と
の
関
わ
り
は
、
そ
の
当
日
の
み
で
終
わ
る
わ
け
で

は
な
い
。
結
婚
式
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
、
そ

の
後
、
代
々
に

亘
り
人
生
の
節

目
に
神
社
を
訪

れ
る
こ
と
に
繋

が
っ
て
い
く
と

す
れ
ば
、
こ
う

し
た
神
前
挙
式

の
印
象
に
対
し

て
、
神
社
は
ど

の
よ
う
に
向
き

合
っ
て
い
く
べ

き
か
、
と
い
う

こ
と
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
だ

の
人
に
参
列
し
て
も
ら
え
る
の
で
」が
比
較
的
高
く
、

「
宗
教
上
の
関
係
で
」「
思
想
や
信
条
の
関
わ
り
で
」

は
二
～
三
％
と
低
い
。

　

ど
の
挙
式
形
式
を
選
択
す
る
に
し
て
も
、
信
仰
心

を
基
に
挙
式
形
式
を
選
ん
で
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と

が
み
て
と
れ
る
。

六
、
当
社
の
状
況

　
「
ゼ
ク
シ
ィ
結
婚
ト
レ
ン
ド
調
査
」
に
よ
る
と
、

平
成
二
十
二
年
の
結
婚
平
均
年
齢
は
、
男
性
が

二
十
九
・
九
歳
、
女
性
が
二
十
八
・
三
歳
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
川
越
氷
川
神
社
で
の
結
婚
平
均
年
齢
は

男
性
三
十
三
～
三
十
四
歳
、
女
性
三
十
一
歳
と
な
っ

て
い
る
。「
年
齢
的
に
、
キ
リ
ス
ト
教
式
よ
り
も
神

前
式
の
方
が
落
ち
着
く
」
と
話
す
人
が
多
い
。

　

当
社
で
結
婚
式
を
行
な
っ
た
夫
婦
を
対
象
に
、

「
神
社
で
の
結
婚
式
を
選
ん
だ
理
由
」
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
」「
厳
か
さ
」「
結
婚
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十
月
七
日
、
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
に
お
い
て
、
埼

玉
県
神
社
庁
本
宗
奉
賛
委
員
会
お
よ
び
神
宮
大
麻
暦

頒
布
始
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

　

本
宗
奉
賛
委
員
会
で
は
、
先
ず
、
現
況
に
つ
い
て

神
社
庁
事
務
局
よ
り
報
告
が
あ
り
、
併
せ
て
遷
宮
奉

賛
会
支
部
顕
彰
の
選
定
の
件
な
ど
が
協
議
さ
れ
た
。

次
い
で
、
モ
デ
ル
支
部
に
指
定
さ
れ
て
い
る
南
埼
玉

支
部
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
成
果
を
恩
田

聿
脩
支
部
長
な
ら
び
に
大
野
光
政
支
部
総
代
会
長
か

ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
各
支
部
長
の
ほ
か
、

教
化
委
員
会
・
神
道
青
年
会
・
神
道
婦
人
会
・
教
育

関
係
神
職
協
議
会
の
各
会
長
か
ら
も
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
中
山
庁
長
以

下
、
委
員
会
出
席
者
の
参
列
に
よ
り
、
埼
玉
県
神
社

庁
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭

が
、
斎
主
の
鎌
田
裕
輝
氷

川
神
社
禰
宜
以
下
、
氷
川

神
社
職
員
に
よ
り
斎
行
さ

れ
た
。
終
了
後
、
神
宮
大

麻
暦
頒
布
表
彰
が
あ
り
、

優
良
支
部
、
頒
布
優
良
奉

仕
者
に
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
た
。

�

（
庁
報
編
集
委
員
）

ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
少
な
い
経
験
を
基
に
言
わ
せ
て
い
た

だ
け
る
と
す
れ
ば
、
西
洋
風
結
婚
式
の
要
素
を
取
り

入
れ
る
（
フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
風
の
設
え
や
父
親
と

腕
を
組
ん
で
の
入
場
等
）
こ
と
が
神
前
挙
式
の
印
象

を
良
く
す
る
と
は
決
し
て
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し

ろ
、
神
前
挙
式
な
ら
で
は
の
美
し
さ
や
感
動
の
あ
り

か
た
を
追
及
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　

ま
た
、「
堅
苦
し
い
」「
緊
張
し
そ
う
」
と
の
印
象

に
対
し
て
は
、
逆
に
「
儀
式
は
一
定
の
緊
張
感
を
伴

う
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
意
味
が
あ
る
」
こ
と

を
説
明
し
て
い
く
と
、
こ
ち
ら
の
予
想
以
上
に
若
者

は
納
得
す
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ
て
い
る
。

　

人
生
の
中
で
大
き
な
節
目
と
い
え
ば
、
ま
ず
、「
誕

生
」
と
「
死
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
は
自
身
で
そ
の
時
期
を

決
め
る
こ
と
は
出
来
ず
、ま
た
そ
れ
に
伴
う
「
喜
び
」

や
「
悲
し
み
」
も
、
専
ら
自
分
の
周

囲
の
人
々
の
感
情
に
依
る
も
の
で
あ

る
。

　

そ
れ
に
対
し
「
結
婚
」
は
、「
誕
生
」

や
「
死
」
に
次
ぐ
た
い
へ
ん
大
き
な

節
目
で
あ
り
な
が
ら
（
少
な
く
と
も

現
代
で
は
）、
自
分
の
意
志
で
相
手

や
時
期
を
決
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

さ
ら
に
こ
の
広
い
世
の
中
で
、
た
だ

一
人
の
一
生
の
伴
侶
に
巡
り
合
え
た

こ
と
は
、
目
に
見
え
ぬ
神
の
も
た
ら

し
た
有
り
難
い
「
縁
」
と
い
う
ほ
か

に
な
い
。
今
日
ま
で
自
分
を
育
ん
で

く
れ
た
先
祖
や
両
親
を
は
じ
め
と
す
る
周
囲
に
感
謝

を
表
わ
す
場
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
大
き
な
節
目
に

は
、
む
し
ろ
大
い
に
緊
張
し
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
臨

む
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
、
自
信
を
持
っ
て
伝
え
て
い

き
た
い
。

　

し
か
も
、
世
界
の
ど
の
国
で
も
重
要
な
人
生
儀
礼

は
、
そ
の
国
の
文
化
や
歴
史
・
伝
統
・
宗
教
観
に
則
っ

た
形
式
で
行
な
う
の
が
一
般
的
な
の
で
あ
る
か
ら
、

日
本
人
が
迎
え
る
結
婚
式
は
、
神
前
式
が
も
っ
と
も

ふ
さ
わ
し
い
。

　
「
楽
し
い
」「
形
に
と
ら
わ
れ
な
い
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ナ
ブ
ル
な
」
出
来
事
は
、
今
日
、
巷
に
溢
れ
か
え
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
国
柄
や
伝
統
、
精

神
性
の
こ
も
っ
た
神
社
で
の
結
婚
式
の
価
値
は
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

�

（
川
越
氷
川
神
社
宮
司
）

本
宗
奉
賛
委
員
会
お
よ
び

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭

髙　

橋　

寛　

司
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今
期
の
テ
ー
マ
は
「
社
会
へ
の
教
化
と
氏
子
崇
敬

者
へ
の
教
化
」
で
あ
る
。
各
部
会
は
こ
の
テ
ー
マ
に

則
っ
た
課
題
を
定
め
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
化
研
修
部

　

対
社
会
的
教
化
の
可
能
性
を
考
え
る
研
修
を
目
途

に
、「
教
化
研
修
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
、「
神
社
神
道
に
お
け
る
社
会
福
祉
・

社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
」を
主
題
に
開
催
し
た
が
、

本
年
度
は
、「
自
然
体
験
型
環
境
教
育
を
知
り
、
神

社
で
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
い
う
主
題
で

開
催
し
た
。

　

い
ず
れ
も
神
社
神
道
の
社
会
貢
献
に
ふ
さ
わ
し
い

内
容
で
あ
り
、
研
修
の
手
法
も
、
こ
れ
ま
で
の
も
の

に
囚
わ
れ
な
い
実
践
的
な
研
修
と
な
っ
た
。

神
社
実
務
部

　

神
社
に
お
け
る
管
理
上
の
実
務
的
な
問
題
に
つ
い

て
、
実
務
研
修
会
及
び
樹
木
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
作

成
を
行
っ
て
き
た
。

　

昨
年
度
、「
神
社
に
お
け
る
管
理
上
の
諸
問
題
～

不
慮
の
事
故
や
災
害
に
備
え
て
～
」
と
題
す
る
実
務

研
修
会
を
行
っ
た
。
研
修
で
は
、
防
犯
意
識
の
啓
発

や
事
故
の
多
数
を
占
め
る
境
内
の
樹
木
管
理
に
つ
い

て
講
話
が
あ
っ
た
。

　

研
修
後
、
神
社
実
務
部
で
は
、
県
内
四
社
を
モ
デ

ル
に
定
め
、
樹
木
の
点
検
管
理
を
樹
木
医
指
導
の

下
、
定
期
的
に
行
っ
た
。
こ
れ
を
元
に
、
今
後
、
各

社
の
運
営
に
役
立
て
て
い
く
た
め
活
動
中
で
あ
る
。

祭
儀
研
究
部

　

祭
り
を
大
切
に
す
る
氏
子
の
育
成
を
課
題
に
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
総
代
研
修
会
」
に
お
け
る
神
社

祭
式
行
事
作
法
指
導
の
た
め
、『
神
々
と
と
も
に　

神
惟
の
道　

厳
粛
な
お
祭
り
の
執
行
の
た
め
に
』
と

題
し
た
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
、
昨
年
八
月
の
「
総
代

研
修
会
」
で
初
め
て
の
指
導
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
経
験
を
も
と
に
、
内
容
を
精
査
し
、
来
年

度
は
さ
ら
に
充
実
し
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
企
画
中

で
あ
る
。
な
お
、
冊
子
に
つ
い
て
は
、
県
総
代
会
の

ご
配
慮
に
よ
り
増
刷
さ
れ
、
希
望
神
社
に
追
加
配
布

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

教
化
事
業
部

　

部
内
を
四
班
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
担
当
し

て
い
る
。
次
に
そ
の
事
業
内
容
を
報
告
す
る
。

教
化
委
員
会
各
部
会
の
進
捗
に
つ
い
て

高　

麗　

文　

康
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「
未
来
の
神
棚
」
の
制
作
・
頒
布

　

前
期
開
催
し
た
「
未
来
の
神
棚
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
応
募
作
品
か
ら
二
つ
を
製
品
化
し
、「
い
の
り

３
０
１
」「
い
の
り
５
０
１
」
と
命
名
し
た
。

　

十
一
月
現
在
、
三
十
四
社
か
ら
「
い
の
り
３
０
１
」

百
十
六
台
「
い
の
り
５
０
１
」
七
十
二
台
の
注
文
を

受
け
頒
布
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
購
入
し
た
方
が
、

祀
っ
た
様
子
を
コ
メ
ン
ト
と
共
に
お
寄
せ
く
だ
さ
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
県
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
。
今
後
は
、
広
報
活
動
に
力
を
入

れ
、
一
層
の
頒
布

を
企
図
す
る
。

　

ま
た
、
第
一
回
の

コ
ン
テ
ス
ト
で
寄
せ

ら
れ
た
二
百
八
十
一

点
の
応
募
作
品
を
多

方
面
か
ら
集
計
し
、

第
二
回
コ
ン
テ
ス
ト

の
実
施
に
つ
い
て
摸

索
・
検
討
を
し
て

い
る
。

　

家
庭
祭
祀
普
及
事
業

　
「
お
ふ
だ
立
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

実
施
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
を
担
当
し
て
い
る
。

　

同
企
画
は
、
六
年
に
渡
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、

応
募
ハ
ガ
キ
は
、
チ
ラ
シ
配
布
数
の
五
・
一
％
と
同

種
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
比
較
し
て
も
高
い
返
信
率
を

維
持
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
住
宅
事
情
の
中

で
、
神
札
を
大
切
に
祀
ろ
う
と
す
る
崇
敬
者
の
意
識

の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
た
現
象
を
通
じ

て
、
家
庭
祭
祀
の
具
体
像
に
関
心
を
寄
せ
て
こ
な

か
っ
た
我
々
の
至
ら
な
さ
も
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

　
「
神
主
さ
ん
と
神
社
へ
行
こ
う
」
ツ
ア
ー

　

参
加
者
と
神
社
を
巡
り
、
神
道
教
化
を
は
か
る
も

の
で
、一
昨
年
に
神
社
庁
主
催
で
実
施
し
た
も
の
を
、

昨
年
か
ら
教
化
委
員
会
の
事
業
と
し
た
。

　

昨
年
、
本
年
と
も
「
日
帰
り
コ
ー
ス
」「
一
泊
コ
ー

ス
」
を
準
備
し
、
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ
、

タ
ウ
ン
誌
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
な
ど
で
応
募
し
た
。

　
「
一
泊
コ
ー
ス
」
は
、
二
年
連
続
で
三
峯
神
社
興

雲
閣
に
宿
泊
し
た
。
参
加
者
は
、
白
衣
袴
を
身
に
着

け
、
作
法
指
導
を

受
け
た
り
、
祓
詞

の
浄
書
を
行
う
な

ど
し
た
。

　
「
日
帰
り
コ
ー

ス
」
は
、昨
年
が
、

東
松
山
市
箭
弓
稲

荷
神
社
、
行
田
市

前
玉
神
社
、
本
年

度
は
日
高
市
高
麗

神
社
、
川
越
市
氷

川
神
社
を
回
っ

た
。

　

両
コ
ー
ス
と

も
、
バ
ス
移
動
時

間
を
利
用
し
て
、

部
員
に
よ
る
教
化

活
動
を
試
み
た
。

　

な
お
、
い
ず
れ

の
神
社
に
お
い
て

も
宮
司
以
下
職
員

の
ご
協
力
も
あ

り
、
参
加
者
か
ら

は
、
大
変
満
足
と

の
声
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

こ
の
他
、
バ
ス

移
動
時
間
を
利
用

し
た
教
化
活
動
、

教
化
委
員
会
委
員
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第
一
回
神
社
検
定（
神
道
文
化
検
定
）

実
施
に
つ
い
て

の
奉
務
神
社
を
中
心
に
取
り
組
む
神
楽
の
上
演
な
ど

も
行
っ
た
。

情
報
部

　

長
ら
く
「
神
話
啓
発
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
活
動
の
ほ
と
ん
ど
が
『
神
話
カ
レ
ン
ダ
ー
』
の

制
作
と
配
布
活
動
で
あ
っ
た
。

　

今
期
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
本
来
の
目
的
で
あ
る

神
話
啓
発
事
業
か
ら
発
想
さ
れ
る
新
た
な
活
動
を
模

索
す
る
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
神
主
さ
ん

と
神
社
へ
行
こ
う
」
ツ
ア
ー
や
、
支
部
主
催
の
「
お

宮
と
親
子
の
集
い
」
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
情
報

部
員
に
よ
る
「
神
話
の
読
み
聞
か
せ
」
を
組
み
入
れ
、

参
加
者
に
神
話
の
世
界
に
触
れ
て
い
た
だ
い
た
。

　

来
年
度
は
、
公
立
学
校
に
て
新
学
習
指
導
要
領
が

始
ま
る
こ
と
や
、『
古
事
記
』
編
纂
か
ら
一
千
三
百

年
の
区
切
り
の
年
で
も
あ
る
。
我
々
と
し
て
は
、
こ

う
し
た
機
会
を
捉
え
て
、
一
般
社
会
で
の
神
話
に
対

す
る
価
値
観
を
高
め
る
活
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
門
委
員
会

　

原
則
的
に
、
こ
れ
ま
で
通
り
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

管
理
運
営
を
行
う
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
教
化
活
動
の
企
画
制
作
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
成
果
は
い
ず
れ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

発
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
担
当
者
に
よ
り
兼
務
神
社
の
一
斉

入
力
を
年
度
内
完
成
を
目
指
し
て
進
め
て
い
る
。
今

後
も
神
職
各
位
に
お
い
て
は
、
各
社
の
情
報
発
信
に

神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
各
部
各
課
題
の
仕
上
げ
の
時
期
に
向
か
っ
て

ゆ
く
。
最
終
年
度
と
な
る
平
成
二
十
四
年
度
は
式
年

遷
宮
の
前
年
度
に
あ
た
り
、
社
会
的
に
も
改
め
て
話

題
に
上
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
時
機
を
捉
え
、
神

社
界
に
と
っ
て
、
よ
り
有
益
な
教
化
活
動
と
な
る
よ

う
仕
上
げ
を
は
か
り
た
い
。

�

（
教
化
委
員
長
）

　

こ
の
度
、
平
成

二
十
四
年
六
月
三

日
に
、
第
一
回
神

社
検
定
（
三
級
）

が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
神
社
検
定
（
神
道
文
化
検
定
）
は
、
神
社
が

好
き
な
方
や
、
日
本
文
化
を
も
っ
と
知
り
た
い
方
の

た
め
の
検
定
で
す
。

　

空
前
の
神
社
ブ
ー
ム
も
影
響
し
て
か
、
神
社
の
参

拝
者
は
急
増
し
、
神
社
に
対
す
る
社
頭
で
の
質
問
も

多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
神
社
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、「
日
本
の
こ

こ
ろ
」
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
神
社
本
庁

監
修
の
も
と
、
神
社
検
定
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

第
一
回
は
三
級
の
み
で
、
受
験
資
格
に
、
学
歴
・

年
齢
・
性
別
・
国
籍
等
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

受
験
料
は
、
四
千
八
百
円
。
く
わ
し
く
は
、
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
、
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
神
社
検
定
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

受
付
締
切
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
十
日
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
氏
子
や
参
拝
者
で
興
味
の
あ
る

方
に
、
是
非
お
勧
め
下
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先
は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
文
化

興
隆
財
団
ま
で
。　

〇
三
（
五
二
〇
九
）
〇
五
五
三
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「
と
ん
か
つ
一
幸
」

　
　

春
日
部
市
中
央
五
―
八
―
二
十
四

　
　

〇
四
八
（
七
三
六
）
七
八
三
五

古
利
根
菓
撰
「
む
ら
山
」
西
口
店	

　
　

春
日
部
市
中
央
六
―
一
―
一

　
　

〇
四
八
（
七
三
六
）
三
八
八
〇	

　

今
回
は
、
春
日
部
市
粕
壁
に
鎮
座
し
て
い
る
八
幡

神
社
の
押
田
豊
宮
司
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
伺
っ
た
の
は
、
神
社
か
ら
車
で
五
分
ほ
ど

の
所
に
あ
る
、
創
業
三
十
三
年
の
「
と
ん
か
つ
一
幸

（
い
っ
こ
う
）」
で
す
。

　

暖
簾
を
く
ぐ
る
と
、
店
主
と
女
将
さ
ん
の
明
る
い

掛
け
声
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
と
ん
か
つ
や
、
カ
キ
フ
ラ
イ
、

ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
十
一
月
～
二
月
ま
で
の
限
定
、「
カ
キ
フ

ラ
イ
」
を
注
文
し
ま
し
た
。
一
口
食
べ
る
と
、
程
良

く
火
の
通
っ
た
プ
リ
プ
リ
の
牡
蠣
か
ら
は
旨
み
が
あ

ふ
れ
出
し
、
自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
メ
イ

ン
は
、
宮
司
お

勧
め
の
「
大
関

と
ん
か
つ
定
食
」

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
す
べ
て

の
素
材
に
こ
だ

わ
り
が
あ
り
、

豚
肉
は
三
軒
の
肉
屋
を

選
び
、
店
主
自
ら
が
そ

の
中
か
ら
一
番
良
い
肉

を
一
つ
一
つ
吟
味
し
て

仕
入
れ
ま
す
。

　

揚
げ
方
に
も
こ
だ
わ

り
が
あ
り
、
温
度
の
違

う
二
つ
の
鍋
を
用
意
し
、

じ
っ
く
り
火
を
通
し
仕
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
運
ば
れ
て
き
た
と
ん
か
つ
を
見
て
、
そ
の

肉
の
厚
み
に
び
っ
く
り
で
す
。
二
・
五
セ
ン
チ
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
と
ん
か
つ
は
、
肉
の
厚
み
が
七
～

八
ミ
リ
が
限
界
と
さ
れ
、
そ
れ
を
超
え
る
肉
に
火
を

通
し
、
し
か
も
固
く
な
ら
ず
に
揚
げ
る
の
は
至
難
の

技
だ
そ
う
で
す
。

　

宮
司
お
す
す
め
の
食
べ
方
は
、
一
切
れ
目
は
塩
を

つ
け
て
素
材
の
味
を
楽
し
み
、
二
切
れ
目
は
特
製

ソ
ー
ス
を
か
け
ま
す
。
食
べ
て
納
得
で
す
。
薄
い
衣

に
包
ま
れ
た
柔
ら
か
い
豚
肉
が
、
ご
飯
と
抜
群
の
相

性
で
、
揚
げ
物
が
苦
手
な
方
で
も
あ
っ
さ
り
と
し
て

い
る
の
で
お
勧
め
で
す
。

　

味
噌
汁
も
自
家
製
味
噌
を
使
用
し
て
い
る
の
で
愛

情
が
こ
も
っ
た
優
し
い
味
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
松
坂
牛
と
豚
肉
の
合
挽
で
作
る
ハ
ン
バ
ー
グ
定

食
は
売
り
切
れ
続
出
の
一
品
で
す
。

　

こ
こ
で
は
書
き
切
れ
な
い
店
主
が
求
め
る
手
作
り

の
味
へ
の
こ
だ
わ
り
が
満
載
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
に
伺
っ
た
の
は
、
春
日
部
駅
西
口
の
古
利
根
菓

撰
「
む
ら
山
」
で
す
。

　

気
さ
く
な
ご
主
人

が
、
快
く
お
菓
子
の

素
材
の
こ
だ
わ
り
や

修
業
時
代
の
苦
労
話

を
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
ご
主
人
は
、
新

潟
県
柏
崎
市
の
出
身

で
十
五
歳
の
時
に
上

京
し
て
、
菓
子
職
人

の
修
業
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

お
す
す
め
は
、「
お
葉
つ
き
銀
杏
」
と
い
う
パ
イ

饅
頭
と
「
栗
む
し
羊
羹
」
で
す
。
こ
の
「
お
葉
つ
き

銀
杏
」
と
い
う
の
は
、
市
内
満
蔵
寺
の
境
内
に
そ
び

え
立
つ
県
指
定
天
然
記
念
物
で
、
実
の
一
部
が
葉
の

付
け
根
の
縁
に
付
く
、
日
本
に
五
本
ほ
ど
し
か
な
い

と
い
う
大
変
珍
し
い
銀
杏
に
因
ん
だ
お
菓
子
で
す
。

小
倉
餡
を
パ
イ
の
生
地
で
包
み
、
銀
杏
と
黒
ゴ
マ
を

あ
し
ら
い
、
サ
ッ
ク
サ
ク
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
栗
む
し
羊
羹
は
、
新
栗
だ
け
で
作
る
た
め
、

九
月
～
三
月
ご
ろ
ま
で
の
季
節
限
定
で
す
。
竹
皮
で

包
ま
れ
、
中
に
は
栗
の
マ
ロ
ン
グ
ラ
ッ
セ
が
ゴ
ロ
ゴ

ロ
入
っ
て
お
り
、
一
口
食
べ
る
と
、
あ
っ
さ
り
と
し

た
甘
さ
な
が
ら
、
小
豆

と
栗
の
良
い
香
り
が

口
一
杯
に
広
が
り
ま

す
。

　

春
日
部
へ
お
越
し

の
際
は
、
是
非
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

�

（
庁
報
編
集
室
）

杜
の

味
め

ぐ
り
（
五
）

とんかつ一幸

古利根菓撰「むら山」西口店

大関とんかつ定食

栗むし羊羹とお葉つき銀杏
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バ
ス
ツ
ア
ー
「
神
主
さ
ん
と
神
社
へ
行
こ
う
」

恩　

田　

宏　

典

　

こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
昨
年
度
よ
り
教
化
委
員
会

対
外
教
化
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
神
社
フ
ァ
ン
」
を

つ
く
り
、
県
内
の
神
社
と
神
道
に
関
す
る
体
験
を
し

て
頂
く
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
日
帰
り
コ
ー
ス
を
九
月
十
一
日
（
高

麗
神
社
・
川
越
氷
川
神
社
）、
宿
泊
コ
ー
ス
を
九
月

十
七
・
十
八
日
（
三
峯
神
社
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
告
知
は
前
回
参
加
者
と
昨
年
同
様
神
社
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
無
料
タ
ウ
ン
誌
へ
の
掲

載
と
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
県
内
の
各
神
社
、
名
鉄
観

光
の
店
頭
で
配
布
し
ま
し
た
。

　

日
帰
り
コ
ー
ス
は
、
三
十
六
名
が
参
加
さ
れ
、
Ｊ

Ｒ
川
越
駅
を
出
発
し
ま
し
た
。
車
内
で
は
、
乗
車
ス

タ
ッ
フ
の
部
員
に
よ
り
、
神
社
に
関
す
る
話
や
「
神

職
の
一
日
」に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、

参
加
者
か
ら
の

質
問
等
を
受
け

ま
し
た
。

　

高
麗
神
社
で

は
、
高
麗
文
康

宮
司
を
は
じ
め
、

神
社
職
員
、
教

化
委
員
会
の
ス

タ
ッ
フ
が
出
迎

え
ま
し
た
。

　

高
麗
宮
司
に

よ
り
境
内
を
巡
り
な
が
ら
説
明
を
し
て
頂
き
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
次
に
、
正
式

参
拝
を
行
い
、
玉
串
拝
礼
を
神
職
代
表
と
参
加
者
代

表
が
行
い
ま
し
た
。

　

参
拝
後
拝
殿
に
て
、
教
化
事
業
部
原
班
に
よ
る

「
未
来
の
神
棚
」
の
説
明
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の

後
の
自
由
時
間
に

は
、「
高
麗
家
住

宅
」
の
見
学
や
境

内
の
散
策
を
行
い

ま
し
た
。

　

次
に
、
昼
食
会

場
の
、「
サ
イ
ボ
ク

ハ
ム
」（
日
高
市
）

に
向
か
い
ま
し
た
。

車
中
で
は
、「
食

前
・
食
後
感
謝
」

の
説
明
を
行
い
、

一
緒
に
唱
和
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
川
越
氷
川
神
社
に
向
か
い
ま
し
た
。

丁
度
、
バ
ス
到
着
時
に
結
婚
式
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
正
式
参
拝
ま
で
の
間
、
境
内
案
内
と
厳
か
に

行
わ
れ
て
い
る
結
婚
式
を
見
学
で
き
ま
し
た
。
参
加

者
は
、「
縁
結
び
の
神
様
」
と
言
わ
れ
て
い
る
神
社

の
結
婚
式
に
立
ち
合
え
、
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

正
式
参
拝
で
は
、
山
田
禎
久
宮
司
の
挨
拶
を
頂

き
、
氷
川
会
館
へ
移
動
し
ま
し
た
。
当
日
、
氷
川
会

館
で
の
教
化
活
動
は
、
当
日
の
境
内
放
送
と
数
日
前
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か
ら
の
参
拝
者
へ
の
案
内
も
あ
り
、
百
名
を
超
え
る

観
覧
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
情
報
部
に
よ
る
神
話
紙
芝
居
「
や
ま
た
の

お
ろ
ち
」
を
行

い
、
引
き
続
き

教
化
事
業
部
鈴

木
班
が
神
楽

「
八
岐
大
蛇
」

を
披
露
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
教

化
事
業
部
鴨
下

班
が
、「
家
庭

祭
祀
普
及
事

業
」
と
し
て
、
会
場
内
の
人
た
ち
に
お
ふ
だ
立
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
記
入
を
お
願
い

し
、
協
力
頂
い
た
方
に
は
、「
お
ふ
だ
立
て
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

宿
泊
コ
ー
ス
は
、
二
十
七
名
が
参
加
さ
れ
、
正
午

に
西
武
秩
父
駅
に
集
合
し
、
三
峯
神
社
の
バ
ス
二
台

に
て
移
動
し
ま
し
た
。
到
着
後
、
正
式
参
拝
で
は
参

加
者
代
表
に
玉
串
拝
礼
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

参
拝
後
は
、
報
徳
殿
に
て
白
衣
袴
に
着
替
え
た
の

ち
、
千
島
幸
明
三
峯
神
社
禰
宜
に
挨
拶
を
頂
き
、
集

合
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
を
作
法

体
験
と
装
束
着

装
体
験
の
二
班

に
分
け
、
作
法

体
験
で
は
、
神

社
庁
祭
式
講
師

陣
に
よ
る
指
導

と
祭
儀
研
究
部

の
協
力
に
よ

る
「
姿
勢
・
手

水
・
修
祓
・
拝

礼
」
の
作
法
を

体
験
し
て
頂
き

ま
し
た
。
参
加

者
は
、
足
の
痺

れ
を
我
慢
さ
れ

な
が
ら
も
熱
心

に
学
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

　

装
束
着
装
体

験
で
は
、
斎
館
を
使
用
し
、
祭
儀
研
究
部
員
が
説
明

し
、
各
班
の
男
女
各
一
名
に
衣
冠
・
正
服
を
着
装
、

そ
の
他
の
方
に
は
狩
衣
・
千
早
を
着
装
し
て
も
ら
い
、

拝
殿
を
背
景
に
、

一
人
ず
つ
写
真
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。

撮
影
後
は
、
着
け

て
い
た
白
衣
袴
を

た
た
む
と
こ
ろ
ま

で
体
験
し
て
頂
き

ま
し
た
。
な
お
、

写
真
は
個
別
に
集
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合
写
真
・
装
束

着
装
写
真
・
ス

ナ
ッ
プ
写
真
を

Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
に
し

て
翌
日
差
し
上

げ
ま
し
た
。

　

食
事
の
時
に

は
、「
食
前
・

食
後
感
謝
」
に

つ
い
て
説
明
を

行
い
、
一
同
で

唱
和
し
て
頂
き

ま
し
た
。

　

夕
食
後
は
、
祓
詞
の
説
明
と
読
み
方
の
説
明
を

し
、
奉
書
に
筆
で
浄
書
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
浄

書
の
指
導
は
、
祭
儀
研
究
部
藤
沼
恵
美
子
部
長
が
担

当
し
、
各
自
使
用
し
た
筆
を
記
念
品
と
し
て
差
し
上

げ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
夜
間
参
拝
時
に
は
、
各
自

が
浄
書
し
た
祓
詞
を
持
参
し
、
拝
殿
に
て
一
同
で
黙

想
後
、
祓
詞
を
奏
上
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
早
朝
四
時
半
出
発
の
奥
社
登
拝
に
は
、

二
十
一
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
途
中
休
憩
を
入
れ

な
が
ら
無
事
全
員
が
登
拝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

朝
食
後
は
、
し
ば
ら
く
境
内
自
由
散
策
を
し
て
頂
い

た
の
ち
、
報
徳
殿
に
お
い
て
、
興
雲
閣
の
宿
泊
客
に

も
呼
び
か
け
て
、
教
化
事
業
部
鈴
木
班
の
神
楽
「
八

岐
大
蛇
」
を
見
学
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

三
峯
神
社
を
出
発
後
、
昨
年
の
参
加
者
か
ら
、
昨

年
で
き
な
か
っ
た
奥
社
登
拝
が
で
き
た
事
や
装
束
着

装
体
験
・
神
楽
観
覧
の
喜
び
の
声
を
多
く
頂
き
ま
し

た
。
規
定
上
、
西
武
秩
父
駅
に
お
い
て
ツ
ア
ー
の
解

散
と
し
ま
し
た
が
、
希
望
者
に
限
り
、
秩
父
神
社
を

自
由
参
拝
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

教
化
事
業
部
で
は
、
今
後
も
継
続
事
業
と
し
て
、

こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
く
予
定
で
す
。

�

（
教
化
事
業
部
班
長
）


